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最 う う 純国産 量子コン ュ

理論通 動作 ば高 量子コン ュ Wav ン 解決

課題 存在 そ 一方 Wav ン 性能 期待 新方式 開 進

い 日本独自 ネッ ワ 方式 効率 組 合わ 問題 解答

出 組 Wav ン 目指

カ Wav  y 開 量子コン

ュ Wav ン 乗 越え

課題 あ 図

一 Wav ン 本当 量子力学

現象 量子効果 使 い 証明 こ

こ い 様々 検証

確実 見 さ い 東京工業大学理学

部長 務 西森秀稔教授 具体的

ュ ッ 工科大学や米国南カ

大学 研究者 論文 表 い

課題 性能 関

Wav ン 関 実 従来型コン ュ

高 問題 解 こ い い いう疑問 声 あ

例えば 年 月 表 検証 あ 組 合わ 最適化問題 ソコン

比 万 倍高 いう結果 出 一方 違う問題 ソコン 遅 い

う結果 出 ば 計算対象 中 規則性 あ 場合 Wav

ン 非常 高 解 得 完全 ン あ 場合 解 得 時

間 傾向 あ いう

NA A 研究 ン ッ ワ 探索技術担当副 現状

Wav 量子 ッ 数 少 い コン ュ 高 言え い

今後 Wav 量子 ッ 増え ば コン ュ 超え 性能 実現 期

待 い 語

Wav 製造担当 プ ン 務 ン氏 年 量子 ッ

増や こ 性能 数十万倍 伸び 々 今後 年内 量子 ッ

年内 実現 予定 語

図 Wav 対 疑問 そ 関 第 者
評価
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Wav ン 理論通 性能 揮 そ 結果 数年内

■日本独自方式 ン 目指

そ 頃 Wav ン 性能 回 別方式 量子コン

ュ 日本 場 い 可能性 あ 国立情報学

研究所 NII 山本教授 開 進 い

ネッ ワ 方式 量子コン ュ

ネッ ワ 方式 Wav 同様 次元 ン

実験装置 あ 実験 方法や 最適解 厳密

解 探索 手法 Wav 異

Wav 超伝 回路 使う 対 ネッ ワ

方式 縮退 ッ 振器 や 半 体 使用

ネッ ワ 方式 偏 偏

次元 ン ン 表

ネッ ワ 方式 量子力学 現象 一 絶

対零 理論 低い温 温 次元

ン 冷や こ 加熱 い こ 次元 ン

ネ 最 状態 作

次元 ン 温 あ 振 こ い こ

次元 ン 加熱 い あ 温 振 そ 時点 ン

向 組 合わ 配列 次元 ン ネ 最 配列 い

いう

ネッ ワ 方式 量子 ン 方式 比較 厳密解 着 や い

いう特徴 あ 温 領域 探索 最初 見 最 ネ 低

い状態 わ 厳密解 一方 量子 ン ネ 高い状態

低い状態 最適解 探 い 組 厳密解 見い出 前 局所最適解 近似

解 う恐 あ

山本教授 研究 年夏 ン 個備え 次元 ン 作 そ

理論通 動作 こ 確認 今後 結合回路 ン 数 増や い

年内 個 年内 個 増や

ン 次元 ン 実現 場合 乗 ン配列 中

ネ 最 配列 一瞬 見 出 こ 意味

Wav ンや ネッ ワ 方式 理論通 性能 揮 ば 社会や ネ

一変 そ 答え あ 数年 出 可能性 あ

日経コン ュ 中田敦

国立情報学研究所量子情報国際研究
ン 長 山本喜久教授

ネッ ワ 方式 呼ぶ純国産方式
新型量子コン ュ 開 中
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[日経コン ュ 年４月 日号 記 基 再構 ]

 y  ©  N  I  A   v

本 関 知的 産権そ 一 権利 日本経済新聞社 そ 情報提供者 帰属 本 掲載

記 写真等 無断複製 転載 禁

日本経済新聞　印刷画面 : www w ?R_ L = & = & =D

   :


